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　　NDVは鶏に．与える病原性が変化に富んでいる事と，他の生物学的性状も

　多様性を有する事が知られている。NDVが初めて認められたのは，高度に

　伝播力を有し，かつ極めて致死率の高いアジア型ウイルスによる症例から

　である。後に鶏のage　factor等によって症状に差を示す中等度のウィル

　スによる症例がアメリカにおいて見出された。さらに極く軽度の呼吸器症状

　を示した例から分離された殆ど病原性をかくウィルスの存在が血清学的調

査によって知られるに至った。この種々な病原性について分別が試みられ，

現在では5つの型に分けられている。すなわち，Veユogenic　type．

　me80genic　ty：peおよび■entogenic　ty：peである。この病原性の他に，

　NDVは鶏赤血球を凝集する性状を有し，さらに，この凝集能は他種動物の

　赤血球に対しても認められ・この性状は56℃加温によって・その消長が左

　右されることが知られている。

　　NDVは，　CK　およびCEにブラツぞを産生する。CEにみられるプ

　ラック集団には形態およびサイズに多様性があり，CEのブラ、7ク集団のサ

　イズにウイルスの病原性を相対的に関連づける傾向がある事が知られている。

　た讐し，この性状は絶対的ではない様である。

　　NDが認定されてより，日本における本病に関する知見は多い。その知ら

・れている各NDの症例から，中村の佐藤株（1953）から，清水らの石井

　株（1964）にみられる様にすでに5種の病原性を示すNDVの存在が認

　められている。

　　本論文は1967年を中心として最近5ケ年の流行例より分離した9株の

　NDVについて病原性を含めた生物学二二性状を追求した知見の大要を報告

　したものである。

　　9株は局地的な比較的軽度な流行例より分離された1株（1（n株），強度

　左病勢を示して・連続して発生した諸例より分離された8株（1（2）｛’⑨株）
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から各城っている・尚1（6）株はウズラの発生労功分離された株である・

　各分離格について；感受性鶏に対ナる病原牲試験の結果および鶏胎児に対する致死性

から病原指数を求め，それらによって各株の病原性を分別した。すなわち2日令雛の脳内

接種によって：得られたICPI，8週令および50週令鶏の静脈内接種によって得られた

IV：Pエ．および鶏胎児にみられたM：DTから分離ウィルスはme80genic　type

1株（1（1）株）およびVe■ogenic　vype　8株（1｛2）～｛9）株）に分けられた。

この両タイプ・ウィルスの鶏に対する態度は本質的に異なる相がみとめられ

た。すなわち・1（1）株の病原性は鶏のage　facforおよび接種ルートによ

って著明に左右されたが，1（2）～⑨株の病原性は・この様な諸因子にか、わ

りなく，常にその強度な病原性は不変であったことである。ウズラより分離

された1（6）株の鶏に示した病原指数は他の諸株1（2）～⑨株・および佐藤株と

ほ讐同様の値を示した。各分離株の鶏胎児に対する病原性はMLD己0～70

　（Logl。）におけるMDTによって判定された。得られた値による分離株

の鶏胎児に対する病原性は，鶏に示した病原性にほ讐比例した・

　しかし乍ら，各分離株について対照ウィルスも含めて行なったHrおよび

m・m瓢の性状は各々の二尉とは二丁例しなかった・1（7）齢H・ωお

よびmamHAωを示したのみで他株は全てHr　およびma皿HA’であった。

反面用いた対照ウイルスについて二二三井株のみがH調および㎜IH鯉

を示し，B1および佐藤株はHr．ma皿EA　ともに【一｝であった・この様な

知見から，HrおよびmamHAは病原性とは比例せず、1（2）～｛g｝株の如き同

程度の病原性を示す株間でもNDVの株固有性とおもわれる多様性の存在が

’認められ，疫学的に同一と思われる時期にも性質の異なるウィルスの存在が

うかがわれた。

　各分離株はCEにプラツクを産生する・その得られたブラック集団には広

範囲なSユze－variationがみられ，その集団の中から最少ブラック（S）

および最大ブラック「L）の各々1ケを対象としてクローニングを行なった。

クロン・ウィルスによって産出されるプラツク集団は，優勢的にその由来す
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るサイズが産生され，これらについての統計学的検索では有意差がみとめら

れた。

　各分離株よりのクロン・ウイルスについてICPI，　IVPI，MDT，

Hrおよびma訟HA　を検索した。

　クロン・ウィルスのICPIは各々の原株の病原性によって異左る価を示

した・すなわち・Me80gellic七ype‡9φL一クロン・ウィルスでは1（1｝原株

と等しいランクに入る価を示したが・1（1）S一クロン・ウィルスは極度に病

原性が低下し，Lentogenic　ty：peに入る性状であった。さらにエVPI

でも同様で1（1）L一クロン・ウィルスは中間二型のレベルに位置する事を示

し・反面1｛gS一クロン・ウィルスは全く病原性を消失しており・比較的感

受性の高い8踵令鶏へ・エN　投与しても全く症状を発現する潜思く・2週

間後には高度に抗体産生をみた。この事から1（DSの生ワクチン●ウィルス

としての可能性も見出しうる様であった。

　強毒分離株である1｛2｝～（9）株のクロン’ウイルスは・Sアクロン’ウイル

スもL一クロン・ウィルスもともにICPIおよびIVPエは全く差が認め

られず各々の原：株と変りない値を示した。野原株においてIC：Pエおよび，

エV：Pエとほ讐比例した値がみられたMDTについて・1（2）；｝（9｝株からの各

クロン・ウィルスにみられた値は，殆ど原株と変りなくクロンに伴う病原性

の減少は認められ左かつた。1（1）S一クロン・ウィルスのMDTはMLD47

で80時聞を要し，この面からも病原性の衰退が強調された。

　クロンに伴なって病原性に町営のみられた1（nS一クロン・ウィルスと，

町営と差のみられな塑つた1②S一クロン・ウィルスとを用いて・鶏体内で

の分布試験を試みた。1（1）S一クロン・ウイルスは・各臓器に極めて・一過

性に認められるのみであ？たが・1②s一クロン・ウィルスでは・その原株

と殆ど変りない消長を示した。

　各クロン・ウイルスについてHrおよびmamHAを測定した・1（7｝原株で

みられたH・㌦よびm・岬劉は比魁病騨の劣る1（7，S一ク・ン・ウ
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イルスに保持されていた。1（7）L一クロン・ウイルスのHr性は加温5分で

消失し，幽ma皿HAも全供試赤血球について〔。1であった。

　1（1）SおよびL一』クロン・ウイルスも含めて・他の1（21～（9）株よりのクロ

ソ・ウィルスの9HrおよびmamHAは原株と等しい性状であってともに〔一｝の

性状を示した。

以上を要するに今回，野外の流行時に分離し得たウィル次株を，その病原性，ブラック形

成能および血球凝集龍などの生物学的性状の観点から比較し，更に，夫々の『

分離株よリクローニングによって得られたウィルスについての諸性状を，比

較したところ，野外の流行初期の分離株と，それ以後の諸株との間には病原性

において明確な差のあること，夫々の分離株からクローニングにより得られ

た株のうち流行初期の分離株のそれに，ブラック形成が小型で病厘性が一層

減弱したものであることが認められた。すなわちこれらの事実は野外におけ

る流行の時期により，ウィルスの病原性に変化があり，流行初期に認められ

た病原性の弱いものは次第に撰択的に減少して強毒ウィルスの流行が優勢化

される傾向を示し，又一時期に分離されたウィルスの中にも性質の異なるウ

イルスの混在を認め，これらがクローニングにより更に分離されることがわ

かった。尚病原性とその他の生物学的性状，例えばブラック1・サイズ　血球

凝集能などの間には必ずしも平行関係のないことも明らかにされた。
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